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2. 発表の概要

2.1 概要

　「働き方改革」の実現に向け、知的生産性の向上があらゆ

る組織にとって重要な課題となっており、知的生産性の 1 つ

の指標である作業効率はオフィス環境の影響を受けることが

様々な研究により明らかされてきている。今回の発表では東

北大学後藤研究室にて研究が行われている人間の覚醒状態に

着目し、室内環境が作業効率に影響を及ぼす因果関係に関す

る研究を紹介した。

3. 研究内容

3.1 研究背景

　作業効率は、主として人間の能力によって決まると考えら

れる。しかし、室内環境が人間の心理状態や生理状態に影響

を及ぼし、その心理・生理状態が人間の能力と作業効率はと

の関係に付加的な影響を及ぼすため、室内環境が作業効率に

影響を及ぼすと考えられる（図 1 参照）。作業効率に影響を

及ぼす心理・生理状態の最たる

ものとして、意欲・覚醒・疲労

などが考えられる。後藤研究室

では、覚醒状態に着目し、室温

が覚醒状態を媒介として作業効

率に影響を及ぼす一連の因果関

係を検証するために実験を行った。

3.2 実験方法

　今回紹介する実験は、2012 年夏季に行ったものである。

大学生および大学院生それぞれ 24 人を対象とし、実験室 ( 図
2) にて 4 人 1 組にて実験を行った。実験条件 ( 表 1) は室温

をパラメータとし、校正・数値入力・数独の 3 種類の作業

内容とした。実験スケジュールは図 3 とした。

　覚醒状態の評価方法として、主観評価としての覚醒度ア

ンケート ( 表 2) による「エネルギー覚醒 (EA)」と「緊張覚

醒 (TA)」の 2 軸による評価と、客観評価としてのスキンコ

ンダクタンス測定 ( 図 4) による評価を行った。EA と TA は

( 表 3) のようにアンケート結果を得点化したものを、スキン

コンダクタンスは各作業時の平均値 ( スキンコンダクタンス

水準 :SCL) ) を参加者毎に集計し比較を行った。

図 1　室内環境と作業効率の因果関係

表 1  実験条件

図 2　実験室平面図及び物理環境測定点

図 3　実験スケジュール
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3.4 今後の研究方針

　研究結果からも、数独

のように複雑な作業にお

いて高い作業効率を維持

するためには夏季に室温

を低くする必要性があることは明らかである。一方で、良い

覚醒状態をえられる環境を作ることで作業効率が向上される

こと、室温が覚醒状態に影響を与えることもわかった。

　後藤研究室では、環境負荷を抑えながら高い作業効率をえ

られる環境として、室温の変動制御による可能性を検討して

いる ( 図 9)。温度の揺らぎが覚醒状態に良い影響を与え、例

えば 28℃から 25℃を行き来する制御を行うことで、28℃を

維持した時以上に作業効率が向上する可能性があるのではと

考えている。

図 4　スキンコンダクタンス測定器（左）と測定値（右）

図 7　作業毎の作業効率の比較

図 5　作業毎の EA と TA の比較

図 6　作業毎の SCL の比較

3.3 実験結果

（1） 物理環境

　物理環境は概ね設定通り制御できていたといえる。

（2） 覚醒状態

　EA と TA において、2 ケースずつ対応のある t 検定を行っ

たところ ( 図 5)、校正作業と数値入力作業ではケース間で明

確な差異がでなかった。これは、これらの作業が単調である

ため、EA・TA が一様に鎮静化してしまい、室内温度による

差異が生じにくくなったためと考えられる。一方、数独では

28℃条件においてEAが低く、TAが高くなる様子がみられた。

　SCL も同様に t 検定を行ったところ ( 図 6)、EA と TA に

差異が生じた数独作業において 28℃条件が低い様子がみら

れた。

　そこで、室温によって覚醒状態（EA・TA）が変化しな

い参加者 3 名を除いて再度 t 検定を行ったところ（図 8）、
28℃条件で作業効率が低い結果となり、EA と SCL が高い

ほど作業効率が上昇し、TA が高いほど作業効率が低下する

という関係性が現れたものと考えられる。

図 9　室温制御のイメージ

図 8　数独作業の作業効率の比較

（3） 作業効率

　作業毎に t 検定を行ったところ ( 図 7)、有意な差はみられ

なかった。しかし、覚醒状態に差異がみられた数独作業にお

いて、p ＝ 0.08 の有意差傾向が認められた。これは、温度

条件による影響が、実験開始から時間が経過した 3 回目に

現れたためと推測される。

表 2　覚醒度アンケート (JUMACL)

表 3　覚醒度アンケートの項目得点表

（森岡広樹）


